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3) 応力比 R = –1 におけるねじり疲労強度特性 
高強度ばね鋼 SWOSC-V のねじり疲労強度に及ぼす微小線状傷の影響について評









4) 応力比 R  –1 おけるねじり疲労強度特性 
 高強度ばね鋼 SWOSC-V を対象として、平均ねじりモーメントが負荷可能な超音
波疲労試験機を用いてねじり疲労試験を実施した。平均せん断応力下において微小線
状傷がねじり疲労強度に及ぼす影響を明らかにするために、平滑試験片に加えて浅く
て長い微小欠陥を表面に導入した試験片を用いた。線状傷の深さは t = 40mと 140m
の２種類とした。線状傷の方向は 0°と 45°の２種類である。ねじり疲労限度の応力
比への依存性は認められるものの、その影響は比較的小さいことが確かめられた。ま































平成 29 年 11 月 29 日に開催された博士課程後期通常委員会で、主査予定者の遠藤 
正浩から申請者の経歴、研究業績、論文名、論文の内容と副査予定者の説明を行い、審
議の結果、申請論文の受理と審査委員が提案どおり承認された。 
主査 遠藤 正浩 教授 
副査 柳瀬 圭児 教授、九州大学 松永 久生 教授 
 
4. 審査会 
（1）第 1 回 
日 時：平成 29 年 12 月 15 日（金）16:00～18:00 









日 時：平成 30 年 1 月 16 日（火）14:00～15:30 
場 所：14 号館 4 階 1441 室 
公聴会では申請者による約 45 分の発表の後、出席者から 12 件の質疑があり、申請者
























価を系統的に行った。この系統的な実験により、応力比 R = – の平均せん断応
力下で平滑試験片および微小線状傷を表面に導入した試験片のねじり疲労強度と負荷モ
ードおよび線状傷の深さ・方向との関係を明らかにし、平均せん断応力を考慮した√
area パラメータモデルの有効性を検証した。微小線状傷の系統的な評価は学術的かつ実
用的価値が高く、新規性も高いと判断される。また申請者は審査会および公聴会におい
て、数多くの質疑や指摘事項にも的確に対応した。これらのことから本研究は学位論文
に値するものと判断する。 
